
本殿

昨
年
ま
で
、
11
月
の
酉
の
日
に
合

わ
せ
て
、
東
京
都
の
文
化
財
ウ
ィ
ー

ク
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
殿
拝
観

会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
「
辰
年
」
に
あ
た
り
、
日

本
各
地
か
ら
大
勢
の
参
拝
者
が
お
越

し
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
殿
拝
観
に

も
多
数
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
社
殿
に
一
度

に
ご
昇
殿
可
能
な
人
数
に
限
り
が
あ

り
、
混
乱
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
鑑
み
、
や
む
な
く
中
止
を
決

断
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
開
催
の
可
能
性
を
探
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
上
記
の
状
況

を
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
判
断
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
殿
拝
観
会
を
楽
し
み
に
し
て
こ

ら
れ
た
皆
様
の
た
め
に
、
社
報
41
号

を
文
化
財
特
集
号
と
し
て
発
行
い
た

し
ま
す
。
本
社
報
で
は
、
本
殿
拝
観

会
で
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
あ
っ
た

「
本
殿
・
拝
殿
」
を
始
め
、
そ
の
他

文
化
財
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
を
し

て
お
り
ま
す
。
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本
殿
・
拝
殿
は
平
成
12
年
に
東
京

都
指
定
文
化
財
（
建
造
物
）
に
登
録

さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
30
年
に
特
に

景
観
上
重
要
な
歴
史
的
建
造
物
等

（
東
京
都
景
観
条
例
）
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
参
集
殿
は
平
成
16
年
に
国

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
金
箔
で
仕
上
げ
ら

れ
て
い
る
獅
子
頭
（
雄
獅
子
・
雌
獅

子
）
は
西
東
京
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
社
殿
向
か
っ
て
左

の
銀
杏
の
ご
神
木
は
西
東
京
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

「
特
に
景
観
上
重
要
な
歴
史
的
建

造
物
等
（
建
造
物
）」
は
、
文
化
財

な
ど
歴
史
的
な
価
値
の
あ
る
建
造
物

等
の
う
ち
、
そ
の
建
造
物
等
を
含
む

周
辺
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
特
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
を
選
定

す
る
も
の
で
す
。
令
和
６
年
１
月
現

在
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
、
日
本
銀
行
本
店

本
館
な
ど
80
ヵ
所
が
選
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

『
彫
工
嶋
村
俊
表
の
美　
田
無
神

社
本
殿
写
真
集
』（
平
成
７
年
発
行
）、

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
０
０
参

加
企
画
で
知
事
賞
を
受
賞
し
た
『
田

無
神
社
本
殿
の
美
』（
平
成
12
年
発

行
）、『
写
真
と
資
料
か
ら
見
る
田
無

神
社
』（
令
和
４
年
発
行
）
に
、本
殿
・

拝
殿
の
彫
刻
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て

い
ま
す
。

御
遷
座
三
五
〇
年
記
念
誌

『
写
真
と
資
料
か
ら
見
る
田
無
神
社
』

令
和
２
年
10
月
11
日
御
遷
座
三
五
〇
年

大
祭
が
斎
行
さ
れ
、
田
無
神
社
は
大
き
な

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
誌
は
鎌
倉
時
代

の
創
建
か
ら
今
日
ま
で
人
々
の
祈
り
を
紡

い
で
き
た
歴
史
に
つ
い
て
、
神
社
に
残
さ

れ
た
記
録
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
方
々
や
研

究
者
の
皆
様
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
膨

大
な
資
料
を
分
析
し
、
考
察
を
加
え
て
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
貴
重
な
写
真
や
資
料

が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ル
カ
ラ
ー
A
４
判
並
製
カ
バ
ー
。田
無

神
社
社
務
所
で
３
、０
０
０
円（
税
込
）で

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

①

田無神社社報 （令和6年11月1日発行）

令
和
６
年

本
殿
拝
観
会
中
止
の
お
知
ら
せ

田
無
神
社
の
文
化
財

資
料
に
つ
い
て

文化財特集号
特別カラー号
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覆殿工事の様子（昭和42年）

本殿（正面）下から

本
殿
は
社
殿
の
奥
深
く
に
鎮
ま
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
覆
殿
に
囲
わ

れ
て
い
ま
す
。
境
内
か
ら
拝
殿
越
し
に

遠
く
仰
ぎ
見
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

拝
殿
の
さ
ら
に
奥
に
あ
る
本
殿
は
、
暗

闇
の
中
に
お
ぼ
ろ
げ
に
、
幽
か
に
し
か

見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
現
在
の
覆

殿
は
昭
和
47
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
覆

殿
の
竣
工
日
に
は
、
お
神
輿
が
田
無
の

町
を
練
り
歩
き
、
さ
な
が
ら
お
祭
り
の

よ
う
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
覆
殿
の
完

成
前
ま
で
は
、
木
造
の
覆
殿
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
本
殿
が
江
戸
期

に
造
ら
れ
た
姿
そ
の
ま
ま
を
今
に
残
し

て
い
る
の
は
、
古
く
か
ら
覆
わ
れ
、
直

接
の
雨
や
風
、
日
の
光
か
ら
守
ら
れ
て

き
た
こ
と
の
結
果
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

反
面
、
こ
の
よ
う
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
本
殿
の
彫
刻
の
価
値
が

世
間
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
平
成
７
年
に

自
費
出
版
さ
れ
た
「
彫
工
嶋
村
俊
表
の

美　
田
無
神
社
本
殿
写
真
集
」
に
よ
り

注
目
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
が
、
東
京
都

の
本
格
的
な
調
査
が
入
っ
た
の
は
平
成

11
年
か
ら
で
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果

に
よ
り
、
本
殿
ば
か
り
か
、
拝
殿
に
つ

い
て
も
東
京
都
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
殿
の
規
模
は
身
舎
桁
行
柱
間
４
尺

３
寸
、
梁
行
柱
間
３
尺
８
寸
７
分
、
身

舎
か
ら
向
拝
柱
間
３
尺
８
寸
７
分
、
棟

高
は
５.

０
４
ｍ
、
建
物
面
積
８.

０
３

㎡
と
実
測
さ
れ
ま
す
。
江
戸
の
堂
宮
建

築
の
高
度
な
水
準
を
示
す
貴
重
な
建
物

で
す
。

本
殿
は
入
母
屋
造
り
の
銅
板
葺
き
で
、

唐
破
風
、
千
鳥
破
風
を
あ
し
ら
っ
た
素

木
の
総
欅
造
の
江
戸
後
期
の
神
社
様
式

の
社
殿
で
す
。
唐
破
風
と
は
頭
部
に
丸

み
を
つ
け
て
造
形
し
た
、
屋
根
に
あ
る

破
風
の
こ
と
で
、
千
鳥
破
風
と
は
屋
根

の
流
れ
面
に
起
こ
し
た
三
角
形
の
破
風

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
入
母
屋
造
り
と

は
側
面
か
ら
見
て
上
部
が
切
妻
屋
根
、

下
部
が
流
れ
屋
根
に
な
っ
て
い
る
建
物

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
身
舎
下
は
石
造

亀
腹
、
向
拝
下
は
布
石
基
礎
で
、
そ
の

上
に
土
台
が
乗
り
ま
す
。
亀
腹
と
は
、

社
寺
建
築
の
基
礎
周
辺
部
等
で
、
漆
喰

で
盛
り
上
げ
て
造
ら
れ
た
饅
頭
形
の
も

の
を
指
し
ま
す
。
身
舎
土
台
上
に
は
八

角
柱
が
立
ち
、
台
輪
を
配
し
て
、
腰
組

三
手
先
に
て
縁
葛
と
大
床
を
支
え
て
い

ま
す
。
正
面
に
幣
軸
構
え
、
桟
唐
戸
の

両
開
き
扉
が
付
い
て
い
ま
す
。
桟
唐
戸

と
は
、
四
周
の
框
と
縦
横
の
数
本
の
桟

を
組
み
、
桟
と
框
の
間
に
入
子
板
を
嵌

め
込
ん
だ
扉
の
こ
と
で
す
。
向
拝
柱
は

角
柱
で
、
水
引
虹
梁
、
繋
ぎ
虹
梁
が
架

か
っ
て
い
ま
す
。身
舎
の
胴
羽
目
、木
鼻
、

虹
梁
な
ど
、
柱
や
長
押
と
い
っ
た
構
造

材
に
至
る
ま
で
、
各
所
に
彫
刻
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
彫
刻
数
は
、
建
造
時
に

記
さ
れ
た「
尉
殿
権
現
普
請
請
負
一
札
」

及
び
「
尉
殿
権
現
彫
物
積
帳
」
に
147
点

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
舎
妻
飾
り
は
四
方
と
も
、
大
斗
・

虹
梁
・
蟇
股
で
、
化
粧
棟
木
隠
し
と
し

て
懸
魚
が
付
き
ま
す
。
蟇
股
と
は
、梁
・

桁
に
設
置
し
、
荷
重
を
分
散
し
て
支
え

る
た
め
に
、
下
側
が
広
く
な
っ
て
い
る

部
材
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
の
シ
ル

エ
ッ
ト
が
蛙
の
股
の
様
に
見
え
る
こ
と

か
ら
蟇
股
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
虹
梁
は
向
拝
水
引
虹
梁
が
流
水

紋
で
飛
雲
籠
彫
根
肘
木
付
き
、
繋
ぎ
虹

梁
は
飛
龍
籠
彫
で
右
が
上
が
り
龍
、
左

が
下
が
り
龍
で
す
。
籠
彫
と
は
、
内
部

に
も
透
か
し
彫
り
を
し
て
立
体
的
に
仕

上
げ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
根
肘
木
と

は
、
柱
に
と
り
つ
け
た
虹
梁
を
支
え
る

た
め
柱
に
差
し
こ
ん
だ
材
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
身
舎
二
重
軒
支
輪
は
上
が
飛

龍
、
下
は
植
花
流
水
、
琵
琶
板
に
は
鳥
。

ま
た
腰
組
琵
琶
板
に
は
亀
、
腰
組
柱
間

に
は
麒
麟
（
一
角
獣
）
が
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
軒
付
に
は
一
重
軒
付
と
二
重
軒

付
が
あ
り
、
二
重
軒
付
は
一
重
軒
付
に

比
べ
て
軒
の
出
を
深
く
優
雅
に
見
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
軒
の
斗
栱
部
分
や

折
り
上
げ
天
井
で
、
斜
め
に
立
ち
上
が

っ
て
並
列
し
て
い
る
弧
状
ま
た
は
S
字

状
の
材
を
支
輪
と
言
い
ま
す
。
虹
梁
と

は
虹
の
よ
う
に
上
方
に
反
り
を
持
た
せ

て
あ
る
梁
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

（令和6年11月1日発行） 

②

本
殿
に
つ
い
て
建
築
年  

安
政
５（
１
８
５
８
）年

覆
　
殿

寸
法
と
材
料

お
お
い
で
ん

お
お
い
で
ん

お
お
い
で
ん

お
お
い

お
お
い

で
ん

で
ん

し
ゅ
ん
ぴ
ょ
う

も    

や   

け
た
ゆ
き

き
り 

づ
ま  

や    

ね

い
り  

も    

や

も
ん

こ
う 

は
い 

み
ず 

ひ
き
こ
う
り
ょ
う

ひ  

う
ん 

か
ご 

ぼ
り  

ね   

ひ
じ  

きか
ご 

ぼ
り

ね  

ひ
じ  

き

も    

や  

ふ
た  

え  

の
き   

し  

り
ん

き   

り
ん

の
き  

つ
け

と  

き
ょ
う

こ  

じ
ょ
う

し
り
ん

り
ゅ
う
す
い

こ
う
り
ょ
う

こ
う
り
ょ
う

こ
う
り
ょ
う

は
り

か
め 

ば
ら

ふ  

せ
き

ま
ん
じ
ゅ
う
が
た

も    

や    

ど  

だ
い

だ
い  

わ
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ら
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ど
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賀陽玄雪像

浜
縁
の
鯉

繋
ぎ
虹
梁

尉
殿
権
現
普
請
請
負
一
札
に
は
、
本

殿
は
安
政
５
年
に
造
ら
れ
、
棟
梁
は
多

摩
石
畑
村
の
鈴
木
内
匠
、
脇
棟
梁
同
玉

吉
、
彫
工
と
し
て
江
戸
浅
草
平
右
衛
門

町
の
嶋
村
源
蔵
が
手
が
け
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
殿
背
面
の
大
羽
目
彫
物
の
刻
名
や
、

田
無
神
社
宮
司
家
の
賀
陽
家
祖
霊
社
に

祀
ら
れ
る
賀
陽
玄
雪
像
か
ら
、
嶋
村
源

蔵
と
は
、
嶋
村
俊
元
を
祖
と
す
る
嶋
村

家
の
八
代
に
当
た
る
「
嶋
村
俊
表
」
の

こ
と
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
源
蔵
と

は
、
嶋
村
家
当
主
が
代
々
世
襲
し
た
幼

名
で
す
。
嶋
村
家
は
当
時
、石
川
家（
下

谷
）、
後
藤
家
（
京
橋
）
と
共
に
「
江

戸
彫
物
大
工
御
三
家
」
に
数
え
ら
れ
、

幕
府
の
官
工
と
い
わ
れ
て
い
た
名
家
で

あ
り
ま
し
た
。『
彫
工
左
氏
後
藤
氏
世

系
図
』
等
に
よ
れ
ば
、
嶋
村
家
は
万
治

寛
文
頃
の
人
で
あ
る
「
俊
元
」
を
元
祖

と
し
、
二
代
圓
鉄
、
三
代
俊
実
と
続
き

ま
す
。
そ
の
他
、
本
家
以
外
の
嶋
村
姓

を
名
乗
る
彫
刻
大
工
が
活
躍
し
て
お
り
、

嶋
村
流
と
い
う
一
派
を
成
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
、
東
京
、
埼
玉
、

茨
城
、
千
葉
と
い
っ
た
関
東
東
部
が
嶋

村
家
一
派
の
活
動
範
囲
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

十
代
俊
明
（
明
治
29
年
没
）
は
日
本

に
お
け
る
近
代
の
最
初
期
を
代
表
す
る

彫
刻
家
で
あ
り
、
建
築
の
装
飾
彫
刻
で

あ
る
彫
物
か
ら
離
れ
、
芸
術
家
と
し
て

の
彫
刻
家
の
道
を
歩
み
ま
し
た
。

嶋
村
俊
表
は
川
越
氷
川
神
社
本
殿

（
埼
玉
県
指
定
文
化
財
）、
成
田
山
新
勝

寺
釈
迦
堂
（
国
重
要
文
化
財
）、
賀
陽

玄
雪
像
（
賀
陽
家
所
蔵
）
等
を
手
が
け

た
江
戸
後
期
の
天
才
彫
工
で
す
。
さ
ら

に
、
千
葉
県
の
勝
浦
市
に
は
、「
勝
浦

市
本
町
屋
台
」、「
富
士
山
に
龍
」、「
え

び
す
・
大
黒
」
等
、
嶋
村
俊
表
が
手
が

け
た
多
く
の
作
品
が
残
っ
て
い
ま
す
。

嶋
村
俊
表
の
作
品
を
勝
浦
市
が
所
蔵
し

て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
な
り
、

西
東
京
市
と
勝
浦
市
の
間
で
、
平
成
15

年
に
友
好
都
市
の
提
携
に
伴
う
盟
約
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
無
神
社
本
殿
は
俊
表
が
晩
年
に
手

が
け
た
作
品
で
あ
り
、
円
熟
期
の
卓
越

し
た
技
量
が
み
ご
と
に
発
揮
さ
れ
た
代

表
作
で
す
。
本
殿
に
は
龍
や
獏
、
象
、

獅
子
、
二
十
四
孝
の
彫
刻
、
繊
細
で
多

様
な
地
紋
彫
り
が
建
物
の
隅
々
に
ま
で

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
紋
彫
り
は

種
類
も
多
様
で
あ
り
、
身
舎
円
柱
、
地

長
押
、
上
下
内
法
長
押
、
台
輪
、
腰
組

八
角
柱
、
縁
葛
大
床
廻
り
縁
木
口
、
隅

木
先
端
の
木
鼻
、
擬
宝
珠
柱
と
高
欄
の

各
部
材
、脇
障
子
袖
柱
、笠
木
、向
拝
柱
、

水
引
虹
梁
、
菖
蒲
桁
、
軒
唐
破
風
の
化

粧
棟
木
、
浜
縁
土
台
、
縁
束
、
隅
木
、
葉

紋
や
卍
崩
し
紋
が
施
さ
れ
て
お
り
、
建

物
を
さ
ら
に
一
層
賑
や
か
に
し
て
い
ま

す
。正

面
最
下
部
の
浜
縁
に
は
鯉
、
側
面

に
は
滝
、
上
に
は
た
く
さ
ん
の
龍
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
鯉
が
急
流

の
滝
を
登
り
、
天
ま
で
昇
っ
て
龍
に
な

る
「
登
竜
門
」
の
構
図
で
す
。

川
越
氷
川
神
社
本
殿
は
総
工
費
約
二

千
両
、
成
田
山
新
勝
寺
釈
迦
堂
は
約
一

万
八
千
両
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
田

無
神
社
本
殿
の
彫
刻
を
俊
表
は
百
三
十

五
両
と
い
う
破
格
の
安
値
で
請
け
負
い

ま
し
た
。
本
殿
の
建
築
費
は
、
地
域
の

人
々
か
ら
奉
納
金
を
募
ら
ず
、
田
無
村

の
名
主
下
田
半
兵
衛
の
個
人
財
力
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
推
測
に
な
り
ま
す
が
、

俊
表
が
、
破
格
の
安
値
で
請
け
負
っ
た

の
は
下
田
半
兵
衛
の
心
意
気
を
汲
ん
だ

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田無神社社報
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嶋
村
俊
表

浜
縁
の
鯉

建
築
費
に
つ
い
て
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し
ゅ
ん
ぴ
ょ
う

し
ゅ
ん
ぴ
ょ
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し
ゅ
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ぴ
ょ
う

し
ゅ
ん
ぴ
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と
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ゅ
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の
り  

な  
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え
ん
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き

き  

ば
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し

こ
う 

ら
ん

そ
で
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し
ら

こ
う
り
ょ
うは

ま 

え
ん

え
ん 

づ
か

し
ょ
う 

ぶ  

げ
た

こ
う 

は
い

こ  

ぐ
ち

す
み



地紋彫り(向拝柱)地紋彫り(虹梁端部)地紋彫り(身舎柱)

本
殿
の
壁
面
に
は
二
十
四
孝
図
が
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。
二
十
四
孝
は
元
の
郭
居

敬
が
ま
と
め
た
、
後
世
の
範
と
し
て
孝

行
が
特
に
優
れ
た
人
物
24
人
を
取
り
上

げ
た
書
物
で
す
。
日
本
に
も
伝
来
し
、

御
伽
草
子
や
寺
子
屋
の
教
材
に
も
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
田
無
神
社
本
殿
に
は

二
十
四
の
道
徳
の
う
ち
、
大
舜
図
（
本

殿
東
面
）、
楊
香
図
（
本
殿
西
面
）、
姜

詩
図（
本
殿
北
側
）が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
大
舜
」
は
孝
に
厚
く
、
徳
の
高
い
舜

を
見
込
ん
で
、
時
の
皇
帝
の
堯
が
帝
位

を
舜
に
禅
譲
し
た
と
い
う
話
で
す
。
本

殿
に
は
、
象
や
鳥
が
舜
を
助
け
、
畑
を

耕
す
場
面
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

田
無
市
立
中
央
図
書
館
発
行
の
資
料

集
「
田
無
神
社
（2）
」（
25
頁
）に
大
舜
図

の
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
本
殿
の
「
大
舜

図
」
に
は
「
人
の
悪
夢
を
食
べ
る
動
物
」

が
彫
ら
れ
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
夢
を
食
べ
る
と
さ
れ

る
獏
で
は
な
く
象
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
楊
香
」
は
襲
っ
て
く
る
虎
か
ら
父
親

を
助
け
る
女
の
子
の
勇
気
と
孝
行
を
描

い
た
も
の
で
す
。
楊
香
は
父
と
山
に
入

っ
た
際
に
虎
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
父
の

命
を
守
る
た
め
に
追
い
払
お
う
と
天
に

自
ら
を
犠
牲
に
し
、「
父
を
守
り
給
え
」

と
祈
り
ま
し
た
。
す
る
と
虎
が
逃
げ
て

い
き
、
無
事
に
父
子
で
家
に
帰
る
こ
と

が
出
来
た
と
い
う
お
話
で
す
。

「
姜
詩
」は
妻
の
龐
と
と
も
に
母
に
仕
え
、

母
の
好
む
江
水
を
く
み
、
な
ま
す
を
作

っ
て
饗
し
た
と
こ
ろ
、
庭
に
江
水
に
似

た
味
の
湧
水
が
湧
い
て
、
毎
朝
二
尾
の

鯉
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
話
で
す
。
貴

人
が
柄
杓
で
水
を
汲
む
姜
詩
に
出
会
う

場
面
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
湧
き
水
を
テ

ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

『
彫
工
嶋
村
俊
表
の
美
　
田
無
神
社
本

殿
写
真
集
』
で
は
本
殿
正
面
（
南
面
）

の
図
は
「
養
老
孝
子
図
」
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
が
、『
田
無
神
社
本
殿
の
美
』

で
は
、本
殿
北
側
と
同
じ
テ
ー
マ
の「
姜

詩
図
」
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

「
養
老
孝
子
」
は
、
岐
阜
県
養
老
郡
に

伝
わ
る
孝
子
の
物
語
で
す
。
貧
し
い
孝

子
が
酒
を
好
む
老
父
を
養
う
た
め
に
薪

を
採
り
に
山
に
入
り
、
酒
の
滝(

ま
た

は
泉)

を
発
見
し
て
、「
瓢
箪
」
を
用

い
て
老
父
に
与
え
る
と
い
う
日
本
の
伝

説
で
す
。

「
養
老
孝
子
図
」も「
姜
詩
図
」も
、
泉
か

ら
水
を
汲
む
場
面
が
彫
ら
れ
て
い
る
の

で
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
で
す
が
、
私

は
本
殿
正
面
の
彫
刻
は
「
姜
詩
図
」
よ

り
「
養
老
孝
子
図
」
の
方
が
可
能
性
が

高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
俊
表
が
、
二
つ
の
似
た
構

図
の
作
品
を
、「
瓢
箪
」
と
「
鯉
」
の

有
無
で
、
異
な
る
作
品
と
し
て
描
き
分

け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

本
殿
正
面（
南
面
）の
図
の
水
を
汲
む
人

の
手
に
は
「
瓢
箪
」
が
彫
ら
れ
て
い
ま

す
が
、北
側
の
図（
姜
詩
）で
は「
瓢
箪
」

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、本
殿
正
面（
南

面
）
の
図
の
泉
に
は
「
鯉
」
が
い
ま
せ

ん
が
、
北
側
の
図
（
姜
詩
）
で
は
泉
に

「
鯉
」が
泳
い
で
い
ま
す
。今
ま
で
氏
子
・

崇
敬
者
の
皆
様
に
、『
田
無
神
社
本
殿

の
美
』
に
従
い
、
田
無
神
社
の
見
解
と

し
て
本
殿
正
面
（
南
面
）
の
作
品
は
姜

詩
図
で
あ
る
と
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
殿
正
面
の
作
品
は
「
養
老
孝
子

図
」・「
姜
詩
図
」
両
方
の
可
能
性
が
あ

る
と
改
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
十
四
孝
の
中
で
「
水
」
を
テ
ー
マ
に

扱
っ
て
い
る
の
は
姜
詩
だ
け
で
す
。
ま

た
、
養
老
孝
子
の
伝
説
も
「
水
」
に
関

連
す
る
伝
説
で
す
。
本
殿
正
面（
南
面
）、

本
殿
裏
側
（
北
面
）
と
主
要
な
二
箇
所

に
彫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
水
」が
彫
刻
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
嶋
村
俊
表
は
、

湧
水
の
神
と
し
て
田
無
神
社
に
祀
ら
れ

て
い
る
級
津
彦
命
・
級
戸
辺
命
を
意
識

し
て
本
殿
を
手
掛
け
た
の
で
し
ょ
う
。

（令和6年11月1日発行） 

④

二
十
四
孝
図
に
つ
い
て

「
大
舜
図
」東
面
の
彫
刻

「
楊
香
図
」西
面
の
彫
刻

「
姜
詩
図
」北
面
の
彫
刻

正
面（
南
面
）の
彫
刻
に
つ
い
て

テ
ー
マ
に
つ
い
て
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う



「大舜図」ヒキ 「大舜図」ヨリ

「楊香図」ヒキ 「楊香図」ヨリ

「姜詩図」ヒキ 「姜詩図」ヨリ

「正面の彫刻」ヒキ 「正面の彫刻」ヨリ
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田無神社本殿の二十四孝図

よう こう

きょう し

たいしゅん

よう こう

きょう し

たいしゅん



脇障子（回廊右奥）

脇障子（回廊左奥） 入口の神額

拝殿内部

拝
殿
は
明
治
８
年
の
建
築
で
、
造
営

は
地
元
大
工
の
髙
橋
金
左
衛
門
、
中
村

儀
右
衛
門
、
尾
林
勘
次
郎
に
よ
る
も
の

で
す
。
拝
殿
の
彫
刻
群
の
美
し
さ
は
、

本
殿
の
そ
れ
に
迫
る
も
の
で
あ
り
、
お

そ
ら
く
嶋
村
俊
表
を
意
識
し
て
造
営
さ

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
と
り
わ

け
、
向
拝
、
脇
障
子
の
彫
刻
は
、
大
胆

且
つ
繊
細
で
美
し
く
素
晴
ら
し
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
拝
殿
左
右
の
木
鼻
の
角

と
翼
を
持
っ
た
龍
の
彫
物
の
精
巧
さ
に

は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
向
拝
と
は
社
殿
の

屋
根
の
中
央
が
前
方
に
張
り
出
し
た
部

分
を
指
し
ま
す
。
脇
障
子
と
は
回
り
縁

の
終
端
に
設
け
ら
れ
た
、
つ
い
立
て
状

の
仕
切
り
を
指
し
ま
す
。

拝
殿
内
の
欄
間
に
、
春
夏
秋
冬
そ
れ

ぞ
れ
の
季
節
が
テ
ー
マ
に
な
っ
た
彫
刻

が
あ
り
ま
す
。
春
の
彫
刻
は
書
初
め
の

様
子
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
夏
の
彫
刻

に
牡
丹
の
花
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋

の
彫
刻
に
は
祭
り
の
山
車
ひ
き
の
様
子

が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
冬
の
彫
刻
に
は

唐
子
た
ち
が
犬
型
の
雪
だ
る
ま
を
作
っ

て
い
る
様
子
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
大
工
が
携
わ
っ
た
拝
殿
内
の
彫

刻
群
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
１
つ
に
奉

納
者
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
は

神
様
が
お
鎮
ま
り
に
な
る
場
所
で
あ
り
、

拝
殿
は
地
域
の
人
々
が
神
様
に
感
謝
し

拝
む
場
所
で
す
。
本
殿
の
建
築
は
幕
府

の
官
工
の
俊
表
が
、
拝
殿
は
地
元
の
匠

人
が
手
が
け
た
こ
と
に
は
当
時
の
人
々

の
強
い
思
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
拝
殿
の
造
営
は
、
地
域
の
繋

が
り
の
強
さ
、
人
々
の
信
仰
心
の
深
さ
、

地
域
の
大
工
技
量
が
高
い
水
準
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

（令和6年11月1日発行） 

⑥

建
築
年  

明
治
８（
１
８
７
５
）年

拝
殿
に
つ
い
て

拝殿の彫刻

し
ゅ
ん
ぴ
ょ
う

こ
う 

は
い

ぼ  

た
ん

だ   

し

か
ら  

こ

し
ゅ
ん
ぴ
ょ
う

こ
う 

は
い

き  

ば
な



鳳凰と龍 拝殿とご神木

翼を持った龍の彫物 唐獅子に牡丹

夏の彫刻 春の彫刻

冬の彫刻 秋の彫刻

田無神社社報

⑦

ぼ  たん



向拝の彫刻 向拝柱の龍

虹梁上の彫刻 正面扉の彫刻

拝殿の蟇股 頭貫下の彫刻

向拝下から撮影 拝殿と覆殿の繋ぎ目

（令和6年11月1日発行） 

⑧

こうりょう

かえるまた

おおいでん

こうはいこうはい

こうはい



参集殿上空から落とし掛け

参集殿入り口床の間

内庭から撮影

そ
れ
ま
で
賀
陽
玄
雪
邸
（
現
J
：
Ｃ

Ｏ
Ｍ
コ
ー
ル
田
無
）
で
集
会
や
結
婚
式

の
披
露
宴
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
10
年
に
参
集
殿
が
完
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
役
目
を
譲
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
参
集
殿
の
設
計
は
内
務
省
関

連
の
建
築
家
、
施
工
は
八
王
子
の
宮
大

工
で
あ
り
、
総
工
費
で
約
２
千
円
で
あ

っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
参
集
殿
は
木
造
の

平
屋
建
で
、
瓦
葺
の
建
築
面
積
約
120
㎡

（
約
37
坪
）
の
建
物
で
す
。
近
代
和
風

建
築
で
、
式
台
構
え
に
続
き
、
取
次
の

間
と
、
三
間
続
き
の
座
敷
が
あ
り
、
天

井
に
は
神
代
杉
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

式
台
と
は
、
玄
関
の
上
り
口
に
設
け
ら

れ
て
い
る
板
敷
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

取
次
の
間
と
は
、
接
客
の
た
め
に
玄
関

に
設
け
ら
れ
た
畳
の
空
間
を
指
し
ま
す
。

床
の
間
の
落
と
し
掛
け
は
、
端
部
を

両
側
の
柱
よ
り
外
側
に
延
ば
し
、
そ
の

上
部
の
蟻
壁
長
押
と
共
に
鳥
居
の
よ
う

に
見
せ
て
い
ま
す
。
落
と
し
掛
け
と
は
、

床
の
間
の
垂
れ
壁
の
下
端
を
納
め
る
た

め
に
取
り
付
け
る
横
木
を
指
し
ま
す
。

蟻
壁
と
は
、
天
井
付
近
の
丈
の
低
い
塗

り
こ
め
た
壁
を
指
し
ま
す
。
蟻
壁
天
井

と
は 

蟻
壁
の
下
に
あ
る
長
押
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
長
押
と
は
、
柱
と
柱
を

水
平
方
向
に
つ
な
ぐ
化
粧
材
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

参
集
殿
が
建
て
ら
れ
た
昭
和
10
年
頃

に
は
、
近
在
に
披
露
宴
を
あ
げ
る
場
所

が
な
く
、
多
く
の
人
々
は
自
宅
で
披
露

宴
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
人
々

が
神
社
で
結
婚
式
、
披
露
宴
を
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
当
時
に
し
て

は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。
４
代
宮
司

賀
陽
賢
治
に
よ
る
と
、
参
集
殿
の
建
築

資
材
は
、
内
務
省
関
連
の
建
築
家
か
ら
、

昭
和
11
年
に
建
設
予
定
と
な
っ
て
い
た

旧
「
北
白
川
官
邸
」
使
用
の
端
材
を
授

か
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

田無神社社報

⑨

参
集
殿
に
つ
い
て

さ
ん
し
ゅ
う
で
ん

さ
ん
し
ゅ
う
で
ん

さ
ん
し
ゅ
う
で
ん

さ
ん
し
ゅ
う
で
ん

さ
ん
し
ゅ
う
で
ん

か
わ
ら
ぶ
き

し
き 

だ
い

し
き 

だ
い

あ
り 

か
べ 

な
げ  

し

あ
り 

か
べ

あ
り 

か
べ

あ
り 

か
べ

な
げ  

し

な
げ  

し



獅子頭

獅子頭輦台神輿本社神輿と輦台神輿

金
箔
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
獅
子
頭

（
雄
獅
子
・
雌
獅
子
）
は
西
東
京
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

獅
子
頭
は
嘉
永
３
年
に
製
作
さ
れ
、
そ

の
後
、
元
治
元
年
に
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
政
府
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、
一

時
期
、
こ
の
獅
子
頭
は
西
光
寺
（
現
總

持
寺
）
に
移
さ
れ
ま
す
が
、
戦
後
、
田

無
神
社
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
田
無
神
社

境
内
に
神
輿
庫
が
竣
工
す
る
ま
で
は
、

拝
殿
の
左
側
納
戸
に
納
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
獅
子
頭
を
用
い
、
田
無
村
の
上

宿
と
下
宿
が
神
楽
を
競
い
合
い
、
作
物

の
豊
凶
を
占
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
輦
台
神
輿
と
共
に
雨
乞
い
の

神
輿
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

獅
子
頭
を
乗
せ
た
輦
台
神
輿
は
二
基

あ
り
ま
す
が
、
両
方
担
ぐ
と
雄
と
雌
で

喧
嘩
を
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ど
ち

ら
か
片
方
が
担
が
れ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
頃
ま
で
こ
の
神
輿
が
担
が
れ
て

い
た
の
か
は
、
大
正
時
代
ま
で
輦
台
神

輿
が
担
い
で
い
た
と
記
載
の
あ
る
文
献

や
、
戦
後
に
神
輿
渡
御
を
見
た
と
い
う

方
も
い
て
、
正
確
な
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

『
田
無
市
史
第
四
巻
民
俗
編
』（
448
〜
449

頁
）
に
、
獅
子
頭
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

「
六
根
し
ょ
う
じ
ょ
う
、
ざ
ー
ん
げ
、

ざ
ん
げ
と
唱
え
水
を
被
り
体
を
清
め
、

竜
神
様
を
呼
ぶ
た
め
神
輿
を
担
い
で
田

無
神
社
か
ら
谷
戸
ま
で
練
り
歩
い
た
。

雨
乞
い
の
神
輿
は
荒
っ
ぽ
く
て
近
寄
れ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
神
輿
に
は
田

無
神
社
に
あ
る
獅
子
頭
を
か
つ
い
だ
が
、

そ
れ
は
大
変
に
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。

雨
が
降
ら
ず
に
乾
き
切
っ
た
路
を
歩
く

神
輿
担
ぎ
は
、
し
ま
い
に
は
よ
ろ
よ
ろ

に
な
っ
て
、
沿
道
の
人
は
勢
い
つ
け
に

水
を
か
け
た
。
田
無
神
社
の
獅
子
頭
は

雨
乞
い
の
神
様
と
い
わ
れ
、
そ
の
た
め

お
祭
り
に
は
出
さ
な
か
っ
た
。
獅
子
頭

を
担
い
で
練
り
歩
く
と
、
ど
う
い
う
わ

け
か
雨
が
降
っ
た
と
い
う
。
も
と
も
と

は
蚕
の
総
仕
上
が
り
の
祭
り
の
悪
魔
払

い
、
そ
し
て
お
湿
り
が
順
調
で
あ
る
よ

う
に
願
い
を
込
め
て
担
い
で
歩
い
た
も

の
で
あ
っ
た
と
い
う
。」

田
無
市
発
行
『
た
な
し
の
む
か
し
話
』

（
51
〜
52
頁
）に
獅
子
頭
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

浜
中　
そ
の
ず
っ
と
前
に
は
年
寄
り
の

話
だ
け
ど
、
神
輿
の
中
に
入
れ
て
練
り

歩
く
ん
じ
ゃ
あ
な
く
、
獅
子
頭
に
布
が

付
い
て
て
、
そ
の
中
に
五
人
で
も
十
人

で
も
入
っ
て
練
り
歩
い
た
ら
し
い
。
そ

う
す
る
と
布
の
中
で
お
互
い
に
い
た
ず

ら
し
合
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
神
輿

に
し
た
ん
だ
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。

大
谷　
ま
だ
布
は
あ
る
よ
。
獅
子
頭
も

輿
も
お
宮
に
あ
る
し
。

保
谷　
あ
の
獅
子
頭
は
雨
の
神
様
で
、

あ
れ
を
出
す
と
ど
う
言
う
訳
か
雨
が
降

っ
た
ら
し
い
。

矢
ヶ
崎（
要
）　
そ
う
言
う
よ
な
。
だ
か

ら
あ
れ
は
昔
か
ら
お
祭
り
に
は
出
さ
な

か
っ
た
ん
だ
。」

向
台
小
学
校
発
行
『
向
台
わ
た
し
た
ち

の
い
き
る
町
』（
51
頁
）
に
獅
子
頭
に

つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
で

紹
介
し
ま
す
。

「
大
祭
が
よ
く
雨
に
降
ら
れ
た
た
め
、

豊
作
祈
願
の
た
め
の
獅
子
が
い
つ
の
間

に
か
雨
乞
い
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
、
大

き
な
蓮
台
神
輿
と
共
に
雨
乞
い
に
活
躍

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

（令和6年11月1日発行） 
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イチョウのご神木と社殿イチョウのご神木

イチョウの幹社殿と杉(昭和12年)杉の切り株

ご
神
木
と
は
、
霊
木
や
神
依
木
、
勧

請
木
と
も
呼
ば
れ
、
神
域
に
あ
る
神
聖

な
木
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
古
く
か
ら
、

神
は
物
に
依
り
つ
き
具
現
化
す
る
と
考

え
ら
れ
、
木
に
は
神
霊
が
憑
依
し
宿
る

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
神
社
に
よ

っ
て
は
、
複
数
の
木
々
が
ご
神
木
と
な

る
こ
と
や
、
神
社
に
よ
っ
て
は
創
建
さ

れ
る
よ
り
前
か
ら
、
そ
こ
に
木
が
存
在

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
関
東
に

鎮
座
す
る
神
社
で
は
神
木
に
な
る
木
と

し
て
、
松
や
杉
、
ク
ス
ノ
キ
等
が
比
較

的
多
い
と
い
え
ま
す
。
田
無
神
社
の
場

合
、
昭
和
40
年
頃
か
ら
ご
神
木
は
イ
チ

ョ
ウ
５
本
と
し
て
き
ま
し
た
。

社
殿
向
か
っ
て
左
の
イ
チ
ョ
ウ
の
ご

神
木
は
西
東
京
市
指
定
文
化
財
（
市
指

定
天
然
記
念
物
）
で
す
。
高
さ
約
18
メ

ー
ト
ル
、
幹
回
り
は
３
メ
ー
ト
ル
を
越

え
る
雄
の
大
木
で
す（
令
和
６
年
現
在
）。

イ
チ
ョ
ウ
は
落
葉
樹
で
、
裸
子
植
物
の

一
種
で
あ
り
、
雌
の
木
に
は
ギ
ン
ナ
ン

の
実
が
な
り
ま
す
。
こ
の
ご
神
木
は
西

光
寺
（
現
總
持
寺
）
住
職
の
恵
亮
と
田

無
村
名
主
の
下
田
半
兵
衛
が
西
光
寺
の

本
堂
建
て
替
え
の
際
に
、
西
光
寺
境
内

の
欅
と
共
に
記
念
樹
木
と
し
て
植
え
た

と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
説
が
正
し
い
と

す
る
と
、
西
光
寺
の
本
堂
建
て
替
え
は

嘉
永
３
年
な
の
で
、
樹
齢
174
年
（
令
和

６
年
現
在
）と
な
り
ま
す
。
西
光
寺（
現

總
持
寺
）
の
欅
は
、
寺
の
門
を
く
ぐ
っ

て
す
ぐ
左
手
に
あ
り
、
こ
ち
ら
も
西
東

京
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
無
神
社
境
内
の
残
り
の
４
本
の
御
神

木
も
イ
チ
ョ
ウ
の
木
で
す
。
参
拝
者
に

青
龍
の
木
、
赤
龍
の
木
、
黒
龍
の
木
、

白
龍
の
木
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

社
殿
の
裏
側
の
木
々
は
ク
ス
ノ
キ
で

す
が
、
昭
和
40
年
頃
ま
で
は
杉
林
で
し

た
。
杉
林
の
中
の
１
本
は
ご
神
木
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
落
雷
に
よ
り
傷
を

負
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
倒
木
の
危
険

か
ら
伐
木
さ
れ
た
こ
の
ご
神
木
は
、
田

無
へ
の
急
激
な
工
場
移
転
に
伴
う
地
下

水
汲
み
上
げ
に
よ
り
最
終
的
に
枯
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
樹
齢
300
年
以
上
と
伝

わ
る
こ
の
大
木
は
、
当
時
、
新
宿
伊
勢

丹
屋
上
か
ら
も
見
え
た
大
木
で
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
杉
の
木
は
、
田

無
神
社
が
御
遷
座
さ
れ
た
江
戸
時
代
初

期
か
ら
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
現
在
こ
の
旧
ご
神
木
は
野
分
初
稲

荷
神
社
向
か
っ
て
左
側
に
切
り
株
と
し

て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎮
守
の
杜
は
悠
久
で
変
わ
る
こ
と
な

く
続
い
て
い
く
も
の
で
す
が
、
自
然
環

境
に
即
し
て
言
え
ば
そ
れ
は
正
確
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
木
は
成
長
し
、
と
き
に

枯
れ
、
植
樹
が
行
わ
れ
、
新
し
く
増
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
杜
が
我
々
に
美

し
さ
や
情
緒
と
い
っ
た
趣
を
感
じ
さ
せ

る
の
は
、
自
然
の
様
々
な
表
情
を
四
季

の
変
化
が
生
み
出
す
か
ら
で
す
。
神
職

に
と
っ
て
、
変
わ
る
こ
と
な
い
悠
久
の

自
然
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
日
々
の
祭

儀
と
同
様
に
非
常
に
重
要
な
務
め
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
も
先
人
た

ち
が
自
然
と
共
生
し
た
生
活
を
営
む
中

で
、
日
本
の
鎮
守
の
杜
は
大
切
に
守
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
氏
子
崇

敬
者
と
共
に
、
地
域
と
の
共
存
を
目
指

し
、
自
然
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

田無神社社報
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龍 鳳凰

身舎軒支輪と琵琶板 御扉の彫刻

身舎と向拝を繋ぐ小壁の獅子 擬宝珠柱

東面から見上げ 西面から見上げ

（令和6年11月1日発行） 

⑫

田無神社本殿　 天才 嶋村俊表の彫刻

こうはい



獏 象

身舎組物 繋ぎ虹梁

腰組（南面） 本殿(正面)

東面の浜床 東側障子（獅子舞）

田無神社社報

⑬

田無神社本殿　 天才 嶋村俊表の彫刻

こうりょう



虹梁と獏、象腰組の彫刻（麒麟と霊亀）

西側障子（楽士）虹梁の龍

身舎組物身舎正面

獏と獅子腰組（東面と北面）

⑭

田無神社社報 （令和6年11月1日発行）

田無神社本殿　 天才 嶋村俊表の彫刻

こうりょう

こうりょう




